
士別翔雲高校だより  
学校通信 第１５３号  令和４年８月３１日（水）発行  校訓｢一歩前へ｣ 

 

 

 

 

 

 

インターハイ ウエイトリフティング 

大崎柊哉（３Ｄ） Ｃ
クリーン

＆Ｊ
ジャーク

 優勝！！ 

ＴＯＴＡＬでは２位 

 ８月４日（木）から８日（月）にかけて、愛媛

県新居浜市で開催された第６９回全国高等学校ウ

エイトリフティング競技選手権大会（インターハ

イ）に、大崎柊哉さん（３Ｄ、８１ｋｇ級）、三

上力丸さん（２Ｄ、１０２ｋｇ級）、中川賢信さ

ん（１Ａ、９６ｋｇ級）の３名が出場しました。 

 大崎さんは最後のインターハイということで、

気合十分で臨みました。最初のスナッチでは１０

位と出遅れてしまったものの、続くＣ＆Ｊ（クリ

ーン＆ジャーク）では自身の持つ北海道高校記録

を上回る１４３ｋｇをたたき出し優勝。ＴＯＴＡ

Ｌ２４７ｋｇで準優勝に輝きました。 

 三上さん・中川さんは、奇しくも両名とも２１

位と、健闘しました。来年は士別市でインターハ

イが開催されます。そこに照準を合わせ、全国の

雰囲気を感じ、よい経験を積むことができました。 

 顧問の中川教諭は、「大崎は１０月の国体が最後の全国大会なので、優勝できるよう進路活動と両立して

頑張ってほしい」と語っています。 

新聞局は全国総文祭で紙面づくりを学ぶ 

年間紙面審査賞は優良賞 

 ８月１日（月）から３日（水）にかけて、東京都千代田区

で開催された第４６回全国高等学校総合文化祭東京大会新聞

部門に、本校新聞局を代表して太田未琉さん（１Ａ）、田中

愛梨さん（１Ｃ）が参加しました。全国から集まった新聞局

員とともに切磋琢磨しながら東京都内を取材し、短時間で新

聞をつくりあげるという経験を通して、よりよい紙面づくり

のノウハウを学ぶことができました。 

また、開会式で発表された第２６回全国高校新聞年間紙面

審査賞最終審査の結果は、優良賞でした。２００９年度以来

１４年連続の受賞となります。 

進路活動 続々と 

 ７月７日（木）から９日（土）にかけて行われた翔雲祭については、前号で紹介したところですが、いつ

までもお祭り気分でいるわけにはいきません。本校生徒は気持ちにメリハリをつけ、速やかに意識を転換し

ています。 

 ７月１２日（火）、２・３年生の医

療系進学を検討している生徒１６名

が、士別市立病院で開催された１日看護師体験会に参加しました。コロ

ナ禍で２年ほど開催が途絶えていましたので、参加できた生徒にとって

は貴重な機会となりました。 

 ７月１４日（木）、２年生が、リクルート社の方から、オープンキャンパ

ス（ＯＣ）に参加するにあたってのポイントや心構えを聞きました。２年生

にとってのＯＣはこれからが本番です。学校によってはＯＣへの参加が合否に大きく影響する場合もありま

すし、何より進学後のミスマッチを回避する意味でも、ＯＣの限られた時間を有意義なものにしたいもので

す。 

７月１６日（土）から１８日（月）にかけては、主に国公立大学・高等看護

学校進学、大学入学共通テスト受験を考える３年生有志が、１日１０時間以

上、学校で講習や模試・自学自習に取り組む勉強合宿に挑みました。仲間とともに長時間集中して学びに向

かうことで、受験へのモチベーションを高めることができました。 

士別市長渡辺英次さまを講師にお招きし

て、７月２０日（水）に職業人講話を行い

ました。この行事は「働く」とはどういうことかを考えることをとおし

て、職業観の育成を図ることを目的に、現役の職業人をお招きして講話

をいただいているものです。渡辺市長は「仕事」と「お金」という２点

にテーマを絞り、「『仕事』というのは目の前にあるのがすべてではな

く、『仕事』の向こうには常に『人』がいる。その『人』を思い浮かべ

て『仕事』をしなければならない」と熱く語ってくださいました。成人

年齢の引き下げとともに、社会人になることが目前に迫っている高校生

にとって、心に響くお話でした。 

７月２５日（月）には、本校

３年生の就職希望者１７名が、

就職ガイダンスに参加しました。７月１日（金）から既に就職求人票

が公開されており、希望者はその求人票を見ながら自らの志望先を決

め、応募前職場見学に行き、応募、選考と歩みを進めます。それに向

けての心構えやマナーを定着させることを目的に例年実施しているも

のです。 

７月２３日（土）から、１・２年生は５日間、３年生は１３日間、夏期講習

に取り組みました。受験に向けて長いスパンで課題克服に挑む生徒、夏休み明

けにすぐやってくる期末考査を見据えている生徒、夏休み前に定着で不十分であった分野の復習に励む生

徒。それぞれの学年の目的達成に向けて、暑い中、一人ひとりが熱い取り組みを見せてくれました。 

 

 この後も、進路先見学会やインターンシップ、進路別ガイダンスなど、生徒一人ひとりの進路実現に向け

た切れ目のない取り組みを予定しています。また、保護者進路説明会や三者面談も予定しております。生

徒・保護者・学校、そして地域と、

三位一体・四位一体で進路実現に向

けて邁進していきたいと思います。 
士別市の援助を得て設置された看板 
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ボランティア活動 「しべつチャレンジ寺子屋」に協力 

 ７月２６日（火）から２９日（金）にかけて行われた、士別市教育委員会主催の「しべつチャレンジ寺子

屋」に、本校ボランティア局員及び有志計１３名が参加しました。この行事は、市内の小学３年生から６年

生を対象に基礎的な学力構築と学習習慣・生活習慣の定着を目的に行われているものですが、本校生徒は小

学生の学習サポートをしたり、ゲームを企画して小学生と楽しい時間を過ごしたりしていました。 

美術部 郵便局シャッターに描画 

―交通安全を啓発― 

 美術部員が士別郵便局のシャッターに、さほっちが交通安全を呼

びかける絵を描きました。作業期間は７月２５日（月）から２９日

（金）の５日間。２０２０年に始まった企画でしたが、昨年はコロ

ナ禍で実施できなかったため、２年ぶりの制作です。８月３日

（水）に、立花士別郵便局長さまを交えてお披露目となりました。 

メディアリテラシー講話 

スマホの使い方を見直してみよう  スマホは現代のドラッグ？！ 

 ８月１８日（木）、本校生徒指導部長の渡邊教諭が講師を務

め、メディアリテラシー講話を実施しました。春に続き、今年

度２回目の開催です。 

 本校は現在、ほぼすべての生徒がスマートフォン（スマホ）

を所有している状況です。「ＢＹＯＤ」の形態による一人一台

端末の持ち込みもスタートしました。この講話は、生徒が安

心・安全にスマホを介したサービスを利用し、自分の生活や学

びを豊かにするツールとして利用できるようになることを目的

としています。 

 今回は、実際の事例と脳科学的な視点から、スマホの利用について考えました。ＬＩＮＥなどのＳＮＳ

は、文字が中心のコミュニケーションであるため、感情がつたわりにくく、相手に誤解されたりトラブルに

なったりするケースがあること。また、ＳＮＳなどのサービスは、「何かが起きるかもしれない」という状

況をつくりやすいためドーパミンの分泌を誘発しやすく、依存を引き起こす原因となること、などが話され

ました。 

 講話を聴いた生徒は、「自分が何となくスマホを触ってしまう原因がわかった」「勉強するときには別の

部屋にスマホを置きたい」などと、感想を語っていました。 

 

学校説明会  中学生保護者・教職員に翔雲の魅力伝える 

 ８月２３日（火）、士別市民文化センター小ホールに、４７名の市内・近隣中学校保護者・教職員の皆

様にお越しいただき、令和４年度の学校説明会を開催しました。 

 冒頭、生徒会長の佐藤梨花さん（３Ｃ）が、「翔雲は、イヌ・サル・キジという個性豊かな生徒が、鬼

退治（進路実現）という１つの目標に向かう、桃太郎のような学校です」と本校の実態を一言で表現して

くれました。続けて、各担当から本校の指導理念や実際について説明しました。本校の実態とともに、関

わる教職員の思いも汲み取っていただき、現中学３年生の皆さんの進路決定の一助としていただければ幸

いです。 

 お忙しい中ご来場いただきました皆様、誠にありがとうございました。 

 ８月２０日（土）、２１日（日）に行われた陸上大会、ソフト

テニス大会を皮切りに、今年度の新人戦シーズンがスタートしま

した。世代交代して初の大会というところも多いでしょうが、健

闘する姿がたくさん見られます。陸上とソフトテニスの結果をご紹介します。 

陸上競技部（１位のみ） 
 男子  １００ｍ  岡田董生（１Ｄ）   １１″９３ 

４００ｍ  川上純季（２Ａ）   ５１″８４ 
     ８００ｍ  阿部修也（１Ａ） ２′０９″３８ 

５０００ｍ  稲垣匠冴（２Ａ）１７′２４″４１ 
４００ｍＨ 川上純季（２Ａ） １′００″０４ 

３０００ｍＳＣ近藤聖真（１Ｃ）１０′５１″９４ 
    走幅跳    安田怜央（２Ａ） ５ｍ７４ 
    三段跳    安田怜央（２Ａ）１２ｍ００ 
    砲丸投    谷 彪冴（１Ｄ） ７ｍ９０ 
    やり投    齋藤龍真（２Ｃ）４６ｍ１８ 
    ４×１００ｍＲ           ４６″００ 
    ４×４００ｍＲ         ３′４２″６８ 
 女子  １００ｍ  古川紫都（２Ａ）   １３″２９ 
    走幅跳    古川紫都（２Ａ） ４ｍ８２ 
    砲丸投    鈴木亜悠（１Ｄ） ６ｍ８１ 
    やり投    鈴木亜悠（１Ｄ）２３ｍ３２ 
 
 他にも、全道大会出場権獲得者、自己ベスト更新者多数 

ソフトテニス部（上位進出者のみ） 
 男子 ダブルス 
    ◎第３位 髙橋悠一郎（１Ｂ） 
         椿  倖生（１Ａ） 
    ◎第５位 原田 侑真（１Ｂ） 
         西村 皐希（１Ｂ） 
    シングルス 
     第５位 椿  倖生（１Ａ） 
 女子 シングルス 
    ◎第３位 氏家江梨花（２Ｂ） 
 
 ◎は全道大会出場権獲得 

速報 （新人戦ではありませんが…） 

北海道吹奏楽コンクール（8/25） 

堂々の銅賞！！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９月の行事予定 
～ ２日（金）前期期末考査 
  ２日（金）身だしなみ指導、学校環境衛生検査 

５日（月）３年秋期講習（～１２／９） 
７日（水）生徒会選挙公示 
９日（金）３年大学入学共通テスト説明会 

      当番校業務（新人戦弓道、～１０日） 
１０日（土）３年ベネッセ・駿台共通テスト模試 
１２日（月）生徒会選挙告示 

公開授業週間（～１７日） 
１３日（火）図書館バス 
１５日（木）生徒会選挙、授業料・諸納金口座振替日 
１６日（金）就職選考試験開始 

１７日（土）土曜授業、参観日 
１９日（月）敬老の日 
２１日（水）１・２年進路先見学会 

当番校業務（高文連ボランティア） 
２２日（木）ＨＲ役員選出（後期） 
２３日（金）秋分の日、３年道看模試・小論文模試 
      ２年公務員模試 
２５日（日）全商情報処理検定試験 
２６日（月）１・２年スタディーサポート、進路マップ 
      進路希望調査 
２７日（火）２年Ｃ組インターンシップ（～２９日までのうち１日間） 
      ２年Ｄ組インターンシップ（～２９日） 
２９日（木）１年Ｄ組森林体験学習 
３０日（金）生徒会役員認証式、前期終業式 
 １日（土）Ｗ＆Ｒ 

 

ウォーク＆ランの実施にあたって 

１０月１日（土）にウォーク＆ランを実施する予
定です。未だコロナ禍ではありますが、感染対策を
十分に行ったうえで、少しずつ例年の形態に近づけ
て実施しようと試みています。ご協力いただける保
護者の皆様、どうもありがとうございます。地域の
皆様におかれましては、本校生徒が一生懸命に走る
姿を、密にならず、お静かにご覧いただき、（心の
中で）ご声援をいただければ幸いに存じます。 

「中学生体験入学」を開催します。 

 １０月８日（土）、「中学生体験入学」を
開催します。高校入試を控えた中学生の皆さ
んに、模擬授業や部活動見学（任意）を通し
て、進路選択の参考としていただくことを目
的としています。 
 中学校を通じてご案内をさしあげます。た
くさんの中学生の皆様のご参加をお待ちして
おります。 


